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ポ ス トパ ナ マ ッ クス コ ン テナ船 の 船首フ レ ア ス ラ

ミ ン グ に 関する数値計算 と模型実験 に よ る研究

　　荒 井誠 、若 本進 児、小川 剛孝、熊野 厚

　　　　　　　　平成 17 年 12E

　The　proceedings　of 　The　Nineteenth　Asian 　Technical

　　 Exchange　and 　Advisory　Meeting　on 　Marine

　 　 　 　 　 　 　Structures（TEAM2005 ）

　近年、ポス トパ ナ マ ッ クス コ ン テ ナ船の よ うに大型化 し

た コ ン テ ナ船が多数運航す るよ うに な っ て きた。これ らの

コ ン テナ 船の フ レ ア角 は、従 来の コ ン テ ナ船に 比 べ て 大 き

くなっ て い るた め、フ レ ア ス ラ ミン グ等に よ る船体損傷が

懸念 され て お り、合 理 的 な評価 手法 と設計指針を策定す る

こ とが求 め られ て い る。こ の ため、当所、H本海事協会、

横浜 国立 大学の 3機関で 共同研究を実施 し、実験、理論解

析 及び 数値計算の 観点か ら検討を行っ て い る．

　本論 文 で は、こ れ らの うち模型実験 と数値計算法 を通

じてポス トパ ナ マ ッ クス コ ン テナ船 の フ レ ア 部に作用 す

る衝 撃 圧 につ い て 検討を行 っ た。当所80m角水 槽 で 実 施

した模型実験の 結果か ら、大波高中で はフ レ ア 角 の 大 き

な位置だ けで なく水面 に 近い フ レ ア 角の 小 さい 位置で も

大 き な衝撃 圧 が 発 生す る こ とが確認 され た。こ の た め、

既 存 の 設 計式に あ る よ うに 衝撃圧 は 必 ず しも フ レ ア 角 の

大 き さに比 例 しない こ とが 明らか とな っ た。

　こ の よ うな違い が発生する要因の
一

つ には、既存の 設計 式

が重力の 影響を無視 した運動量理論 にも とづ き導かれ て い

るこ とが考え られ る。こ の た め、本研 究で は重力の 影響 を考

慮 した数値計算法を開発 した。物体に固定 した直交格子系 を

用 い る差分 アル ：ゴ リズ ム を用 い て、各時刻に お け る流体 の速

度、圧力及び 自由表面位置 を求め るだけで な く著者の
一
人 が

提 案 した船体表面 に おけるバ ソ フ ァ
ーゾーン を用 い て境界

条件を処理する方法に よ り衝撃圧 も精度良く推定 した 。

　 こ の 数値計算法を用い て 、ポ ス トパ ナ マ ッ ク ス コ ン テ

ナ船の フ レア ス ラ ミン グに よ り発生す る衝撃圧 に つ い て

計算 を行っ た。こ の 結果、フ レ ア 角が小 さ くな い 位置 に

お い て も船底ス ラ ミ ン グの よ うに 平 手打 ちに近 い 状 態 で

水 面 と 衝突す る こ とに よ っ て 大 きな衝 撃圧 が 発 生 し うる

こ とが 明 らか と な っ た。こ の 結果 は模型実験結果 と整合

し て お り、単 に フ レ ア 角だけで 規定 し て い る 現行の 設計

式 を見 直す 必 要性 が あるこ とが明 らか となっ た。

荒天中を 航行 して 船 首 ス ラ ミン グを発 生す る ポ ス ト

　　　パ ナ マ ッ ク ス コ ン テ ナ 船 （当所 80m 角水槽）

海洋流出油モ ニ タ
ー

の た め の ヘ リコ プ ター搭

　　 載蛍光イ メ
ージ ン グライ ダーの 開発

　　　 Development 　ofaHelicopter −based

Fluorescence　lmaging　Lidar　for　Monitoring　of　Oil　Spill

　 篠野雅彦、樋富和夫、山之内博、山岸 進

　　　　　　　　平成 17年 11 月

日本リモ
ートセ ン シ ン グ学会 第 39回学術講演会講演集

　石 油 タ ン カ
ー

は 事故に よ り石 油 を海 上 に大量 流 出す る

危 険性 を持っ て い る。事 故発 生 時 に は、流 出油 が 海岸に

漂 着す る前に 防 除す る こ とで 、海岸付近の 生物環境や 人

間の 経済活動への 影響 を最小 限 に止 め る こ とが望まれ る。

こ の た め、油 回収 船 や オ イル フ ェ ン ス 、オ イル ス キマ
ー

等、様々 な流出油防 除 装置 が開発 され 、配備されて い る。

しか し、実際の タ ン カー事故 は昼 夜を問わず発生 し、荒

天時に 事故発生 が 多い こ と もあ っ て 、事故海域付 近 で の

目視に よ る流出 油 の 確認 は 難 しい 。防除作業を 円滑 に行

うた め、昼夜 や 天 候 を問わ ず海洋流出 油の 正 確なモ ニ タ

ーがで き る リモ
ー

トセ ン シ ン グ装置が求 め られ て い る。

　現在、当所 で は、海洋流出油モ ニ ター
の た めの ツー

ル

と して 、ヘ リコ プ タ
ー
搭載型 蛍光イ メージ ン グ ライ ダ

ー

を開発 してい る。ヘ リコ プ タ
ーに搭載す るこ とで、事故

海域まで の 高速移動 と、注目して い る海域で低速移動 の

モ ニ ター作業 を可能 とする。また、流出油の レ ーザー励

起 蛍 光 を観測 す るア ク テ ィ ブ リモ ートセ ン シ ン グで あ る

ため、昼夜や天 候 に 関 わ ら ず高感度 を保 つ こ とが で きる。

さらに、海 面上 の 2次元 イ メ
ージ を観測 す るため、一度の

観 測 で、数 10m の 範 囲 の 油 と海水 の 境界線 を明 確に観測

す る こ とが 可能で あ る。観測データ をモ ザイ ク処 理 に よ

り結合すれば、流出油の マ ッ ピ ン グを 得 る こ とがで きる。

　 こ れま で に数度 の 試 験 飛 行 を行 い 、海水、淡水、軽油、

灯油の 検出 実験 に成功 した 。また、軽 油、灯 油 の 油膜 形

状の 2次元 イ メージ観測に 成功 し た。

　 こ の 発 表 で は、ライ ダ
ー

装置の 概 要 と、レ ーザーの ア

イ セ
ー

フ テ ィ 実現 、日中観測で の 背景 光削減、多波長蛍

光観測 に よ る油種特定等 の 機能に つ い て 説 明 し、最新の

試 験観測結果を示 し た。
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